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りょうじ

（故）（故） 高橋 亮仁高橋 亮仁 氏を 「名誉町民」「名誉町民」 に決定に決定

９月定例会提出議案２４件　すべて原案可決９月定例会提出議案２４件　すべて原案可決

ご家族よりご提供いただいた写真を使用しています。ご協力ありがとうございました。
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決算審議　（9/16・17）
一般会計他5会計の決算の認
定について審議（全て認定）

総務産業常任委員会（9/10）
厚生文教常任委員会（9/10）
所管事務調査の申出事項につ
いて審議
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最終日　（9/22）
補正予算、名誉町民の決定、条例改正、規約の変更、
物品の取得、人事案件、工事請負契約の締結の議決
事項の変更、意見案（全議案原案可決・同意）

令和７年第５回定例会は、９月４日から22日までの　19日間の会期で開かれ、　　　　そのうち16日と17日の２日間は、決算審議を行いました。
　決算審査の主な質疑等は、４～５ページへ掲載しています。
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高橋氏は、昭和33年から平成４年まで清水高等学校にて音楽教師として生徒指導にあたられ
るとともに、昭和34年に「せせらぎ合唱団」を設立、以来66年間にわたり合唱団を主催され、「文
化に地方も中央もない」との理念のもと、「歌うことの楽しさと仲間と心を合わせることの素晴
らしさ」を、合唱指導を通じて、地域の人々に伝えられました。

　高橋氏の音楽活動は、自宅を開放した日ごろの練習活動のもと、数多くの合唱公演が行われま
したが、昭和55年12月７日の清水町文化センター落成記念、第九交響曲演奏会では町民みんな
で喜び合おうと中学生から72歳まで様々な人々を誘い集め、高橋氏の指導のもと、大成功を納
められました。そして、全国に清水町の名を知らしめたことは、多くの町民が知るところであり
ます。

　また、５年ごとに開催する第九演奏会を指導されたり、長年にわたり、成人式で第九合唱を指
導していただいたり、町民による芸術文化発表会に「せせらぎ合唱団」を率いて参加されたりと、
地域行事を盛り上げていただきました。今でも、町内や学校において第九のメロディーが流れて
いるところです。

　高橋氏は、本年５月25日に93歳でご逝去されました。まちを愛し、まちの将来を思い、文化
の町「清水町」の礎を築き、「歌声を通じて、人々の輪をつくる」という高橋氏の音楽活動は、
本町のまちづくりを支えるものであります。

［町長の議案提案説明より］

　定例会最終日（9/22）、町長より、清水町名誉町民条例第３条の規定に基づき高橋亮仁氏を
名誉町民としたい旨の提案がありました。議会は、全員賛成で原案可決し、高橋亮仁氏へ名誉
町民の称号が贈呈されることとなりました。

--- 名誉町民の資格要件 ---

①清水町（以下「本町」という。）に30年以上住所を有し、又は有したことがある者で、本町の行政及び産業
　経済の発展又は学術、技芸及び教育等文化の興隆、その他町民の福祉の増進に貢献し、その功績が卓越であ
　り深く町民から尊敬されている者
②本町に15年以上住所を有したもので、広く社会の発展又は文化の興隆、その他公共の福祉の増進に貢献し、
　その功績が卓越であり、かつ、町民から郷土の誇りとして深く尊敬されている者

９月定例会

初日　（9/4）
健全化比率・資金不足比率の
報告

総務産業常任委員会（9/4）
厚生文教常任委員会（9/4）
所管事務調査の申出事項につ
いて審議

９
月
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例
会
の
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れ
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令和７年第５回定例会は、９月４日から22日までの　19日間の会期で開かれ、　　　　そのうち16日と17日の２日間は、決算審議を行いました。
　決算審査の主な質疑等は、４～５ページへ掲載しています。

一般質問　（9/10・11）
7名16項目の質問

（関連記事　７ページから14
ページ）
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決算 審議
令和６年度町民のくらしに町民のくらしに

どう使われたかどう使われたか

令和６年度一般会計の歳入決算額（１年間の収入）は98億5,359万円で、
歳入歳出差引残額３億1,296万円のうち１億6,000万円は財政調整基金（貯
金）に積み立て、残りの１億5,296万円は令和７年度に繰り越しています。

「 決 算 認 定 」とは
決算は、本町に入ったお金（収入）や使ったお金（支出）の実績で、「決算認定」とは、議会が１年間

の決算内容を確認し、確定することです。議会には、法律に適合しているか、使われ方は適正かなどを審

査し、過去の財政状況と比べて問題点を指摘し、将来に反映させるなどの役割があります。

　税金の使い方を決めるのが予算ですが、決算は使われた結果を検討し、今後の予算編成や行財政運営の
改善に役立てる大切な意義があります。

令和６年度一般会計の歳入決算額（１年間の収入）は98億5,359万円で、

一般会計
歳出決算

95億4,062万円

民生費
18.3％

公債費
13.4％

農林業費
11.6％

土木費
11.2％

教育費
11.1％

総務費
10.7％

衛生費
8.7％

消防費
3.2％

商工費
2.0％

議会費
0.8％

労働費
0.1％ 災害復旧費

0.1％未満

諸支出金
8.8％

・ 民生費　　17億4,439万円

・公債費　　12億8,146万円

・農林業費　11億1,103万円

・土木費　　10億7,070万円

・教育費　　10億5,982万円

・総務費　　10億1,843万円

・諸支出金　  8億3,908万円

・衛生費　　  8億2,699万円

・消防費　　　 3億226万円

・商工費　　  1億9,209万円

・議会費　　　　8,268万円

・労働費　　　　   969万円

・災害復旧費　　　   1万円
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ＤＸ環境の整備に向けた職員研修をやってい
かなければならないと思うが、現状と今後の考え方
について伺う。

令和６年度決算を審議

清 水 町 の お 金 の 使 い 方 を 詳 し く チ ェ ッ ク

こ ん な 質 問 が あ り ま し た

務費総総
Q

渋沢栄一翁の関連事業が一区切りついたとこ
ろだと思うが、今後10年先を見据えてどのような
取り組みを考えているか。

Q

令和５年度から令和６年度にかけてシルバー
人材センターの受注件数が減っている理由を伺う。

生費民民
Q

A

保育園留学がかなりの成果をあげていると見
受けられるが、保育士の負担についてどのように考
えているか。

Q

A

担い手育成事業について、婚活支援だけでは
なく、後継者本人のコミュニケーション能力や経営
者としての資質を高めるような事業にも予算を活用
したら良いと思うがいかがか。

林業費農農
Q

A

商店街ビジョンマップ検討作成業務について、
ポスター以外の成果品はどのようなものがあるか伺
う。

工費商商
Q

A

小中一貫校に向けた教職員への研修会について、
どのような取り組みをしているか伺う。

育費教教
Q A

小中一貫教育推進協議会や小中一貫教育推進
委員会（清水地区・御影地区）の開催や各種研修会、
道教委主催の会議・研修会に参加、さらには指導主
事からの指導・助言をいただきながら理解を深めて
いる。

現在、庁内の推進チームを作り、活動を重ね
ている。まずはチームの中でどのように動いていく
かを検討しているところであり、今後職員が学べる
機会を設けていきたい。

様々な事業を展開させていただき、「渋沢栄
一翁ゆかりの地」であるということは多くの方に認
知された。今後もご縁を大切にし、あらゆる方面か
らまちづくりにご協力をいただけるようにしたい。

シルバー人材センターの会員の減少が大きな
要因だと考える。近年、60歳を超えても働いてい
る人が多いため難しい状況ではあるが、事務局と協
議を続けていく。

保育士へ負担がかかると、良い事業が長く展
開していけないと考えている。そのための配慮とし
て、現状４・５歳児のみの受入をしているところで
ある。

後継者育成の事業について、普及センターや
関係機関とも協議しながら進めていきたいと考えて
いる。

目に見えるものとしてはポスターのみであるが、
作成の過程として３回のワークショップを行い、高
校生から70歳までの町民の方に参加いただいた。
この協議内容をホームページで公開している。

AA



第５回定例会
（令和７年９月）審議結果

件名 審議結果

報告第３号 健全化判断比率の報告について 報告済

報告第４号 資金不足比率の報告について 報告済

認定第１号 令和６年度清水町一般会計歳出歳入決算の認定について 認定

認定第２号 令和６年度清水町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認定

認定第３号 　令和６年度清水町後期高齢者医療保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認定

認定第４号 　令和６年度清水町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認定

認定第５号 　令和６年度清水町水道事業会計決算の認定について 認定

認定第６号 　令和６年度清水町下水道事業会計決算の認定について 認定

議案第51号 　清水町議会議員及び清水町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の
　一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第52号 　清水町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第53号 　職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第54号 　町税条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第55号 　令和７年度清水町一般会計補正予算（第５号）の設定について 原案可決

議案第56号 　令和７年度清水町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）の設定について 原案可決

議案第57号 　令和７年度清水町後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第２号）の設定について 原案可決

議案第58号 令和７年度清水町介護保険特別会計補正予算（第２号）の設定について 原案可決

議案第59号 北海道市町村総合事務組合規約の変更について 原案可決

議案第60号 　北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更について 原案可決

議案第61号 　北海道市町村職員退職手当組合規約の変更について 原案可決

議案第62号 　清水町教育委員会委員の任命について 同意

議案第63号 　清水町監査委員の選任について 同意

議案第64号 　物品の取得について 原案可決

議案第65号 　名誉町民の決定について 原案可決

議案第66号 　令和７年度清水町一般会計補正予算（第６号）の設定について 原案可決

議案第67号 工事請負契約の締結の議決事項の変更について 原案可決

意見案第８号 国土強靱化に資する社会資本整備等に関する意見書について 原案可決

審 果結議 令 和 ７ 年 第 ５ 回 定 例 会

▼
議
案
第
62
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命

（
再
）
し
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長
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案
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会
は
同
意
し

ま
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▶▷▶▷

▶▷▶▷

佐藤 朱美　さん

▼
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案
第
63
号

佐
藤
秀
美
さ
ん
（
北
星
）

を
監
査
委
員
に
選
任
し
た
い

旨
の
町
長
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案
が
あ
り
、
議

会
は
同
意
し
ま
し
た
。

佐藤 秀美　さん

6清水町議会だより
令和7年11月　183号



清水町議会だより
№183　2025年11月7

を 問 う ！町 政 一 般 質 問

９月定例会では、７人の議員が16項目にわたり一般質問を行いました。

※１議員最大３項目まで掲載、質問と答弁は要約し掲載しています。

　一般質問の全文はホームページでご覧いただけます。（９月定例会の内容は12月末に掲載予定です）

一般質問とは、議員が町政全般に関して、
執行機関（町長や行政委員会）にその執行
の状況や将来の方針、住民生活に密接に係
わる事項等について質問をすることをいい
ます。　
　清水町議会では１人の質問時間を答弁も
含めて90分以内としています。

一般質問

中河 つる子　議員　　８ページ

１ 　介護施設への運営経費及びエ
アコン設置への補助について

２　高齢者へのエアコン購入費の
　補助について

佐藤 幸一　議員 　   10ページ

１ 　ＪＲ十勝清水駅跨線橋対策に
ついて

２　しみず温泉フロイデ看板の撤
　去について
３　帯状疱疹ワクチンの任意接種
　者に対する助成について

山本 奈央　議員　　12ページ

１ 　まちづくりに関わる住民参加
について

２　「いちまる」跡地に関するそ
　の後の対応について

鈴木 孝寿　議員　　９ページ

１ 　二地域居住促進に関する取り
組みについて

２　清水高校における地域みらい
　留学の現状について
３　清水公園の現状について

田村 幸紀　議員 　   11ページ

１ 　選挙公約と総合戦略の整合性

　各議員のページにある「QR コード」
を読み込むと、それぞれ一般質問のや
り取り（YouTube 映像）をご覧にな
れます。

橋本 晃明　議員 　   13ページ

１ 　財政状況と事業実現の見通し
について

川上　 均　議員 　   14ページ

１ 　投票所の再編及び投票困難者
への移動支援について問う

２　令和８年度の町民への物価高
　騰対策を問う
３　ごみステーションの再編とゴ
　ミ出し困難世帯へのふれあい収
　集の考え
４　公衆浴場入浴料金の引き下げ
　及び負担軽減による利用者拡大
　の取り組み
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第５回定例会
町政を問う！ 一般質問

昨
今
の
物
価

高
騰
や
人
件

費
の
上
昇
は
、
介
護
施
設
の

運
営
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
お
り
、
さ
ら
に
近
年
は

夏
季
の
猛
暑
が
常
態
化
す
る

中
で
、
入
所
者
の
健
康
を
守

る
た
め
の
空
調
設
備
の
整
備

は
、
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ

て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
国
や
北
海
道
は
、
令
和

６
年
度
か
ら
７
年
度
に
か
け

て
光
熱
費
や
食
材
料
の
高
騰

に
対
す
る
支
援
を
実
施
し
て

い
る
。
人
件
費
に
つ
い
て
も

国
が
介
護
報
酬
に
上
乗
せ
す

る
加
算
制
度
を
設
け
て
い

る
。
現
時
点
で
は
町
独
自
で

新
た
な
補
助
制
度
を
設
け
る

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　

国
や
道
の
制
度
の
円
滑
な

活
用
に
努
め
る

町
長

昨
年
や
今
年
の
夏
の

気
温
上
昇
は
異
常

で
、
自
宅
に
エ
ア
コ
ン
を
設

置
し
て
い
な
い
高
齢
者
世
帯

に
対
し
、
熱
中
症
対
策
と
し

て
エ
ア
コ
ン
購
入
費
を
補
助

し
て
は
ど
う
か
。
町
長
の
考

え
を
伺
う
。

問

昨
年
か
ら
続
く
物
価

高
騰
、
中
で
も
食
料

品
、
日
用
品
の
高
騰
、
人
件

費
の
単
価
の
上
昇
は
施
設
の

負
担
を
大
き
く
し
て
い
る
。

ま
た
、
昨
年
や
今
年
の
夏
の

気
温
上
昇
は
高
齢
者
に
と
っ

て
耐
え
が
た
い
暑
さ
で
あ

る
。

　

熱
中
症
対
策
と
し
て
、
エ

ア
コ
ン
設
備
の
な
い
施
設
へ

エ
ア
コ
ン
購
入
費
の
補
助
を

考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
、
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

問

高齢者へのエアコン購入費の補助について

近
年
の
気
候

変
動
に
よ
り

夏
季
の
高
温
日
が
増
加
し
、

十
勝
地
域
で
は
熱
中
症
警
戒

ア
ラ
ー
ト
の
発
表
が
多
い
傾

向
に
あ
る
た
め
、
町
と
し
て

も
熱
中
症
対
策
の
重
要
性
が

増
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。
エ
ア
コ
ン
設
置
費
用
に

対
す
る
助
成
に
つ
い
て
は
、

継
続
的
な
財
政
負
担
や
、
設

置
・
維
持
を
含
め
た
支
援

の
在
り
方
を
総
合
的
に
勘
案

し
、
現
時
点
で
は
実
施
し
な

い
方
針
で
あ
る
。
た
だ
し
、

十
勝
管
内
市
町
村
の
動
向

や
、
国
や
北
海
道
の
新
た
な

支
援
制
度
が
示
さ
れ
た
場
合

は
十
分
に
考
慮
し
、
今
後
も

助
成
の
可
能
性
に
つ
い
て
検

討
を
続
け
る
。

町
長

設置・維持を含めた支援の在り方を総合的に勘案し、
現時点では実施しない方針である

町長

介護施設への運営経費及び
エアコン設置への補助について

町独自の支援は考えいていない
国や道の制度を活用していく

町長

小規模多機能型居宅介護事業所

清
水
高
校
に
お
け
る
地
域
み
ら
い
留
学
の
現
状
に
つ
い
て

中河 つる子　議員

中河議員の
一般質問全編
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二地域居住促進に関する
取り組みについて

工夫を重ね、本町の活性化
に繋げていきたい町長

　

東
京
・
札
幌
・

帯
広
の
３
つ

の
清
水
会
は
大
変
努
力
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
だ

が
、
会
員
の
高
齢
化
や
役
員

の
担
い
手
不
足
等
、
課
題
は

山
積
し
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
。
物
産
展
に
お
い
て
は
、

手
応
え
は
あ
る
も
の
の
、
費

用
対
効
果
を
勘
案
す
る
と
そ

の
評
価
は
一
概
に
難
し
い
と

考
え
る
。
ま
た
、
移
住
フ
ェ

ア
に
は
昨
年
東
京
、
大
阪
、

札
幌
と
参
加
し
、
移
住
は
昨

年
１
組
の
方
が
結
び
付
い
た

と
い
う
成
果
が
あ
っ
た
。
し

か
し
、
全
国
の
自
治
体
で
同

様
の
取
り
組
み
が
あ
る
中
で

は
、
費
用
対
効
果
と
し
て
実

を
結
び
づ
ら
い
事
業
で
あ
る

こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

　

今
後
関
係
人
口
の
増
加
に

寄
与
し
て
い
く
た
め
、
制
度

が
整
備
途
上
の
中
で
は
あ
る

が
、
二
地
域
居
住
の
可
能
性

を
検
討
し
、
引
き
続
き
工
夫

を
重
ね
、
本
町
の
活
性
化
に

繋
げ
て
い
き
た
い
。

交
流
人
口
の
拡
大

や
ふ
る
さ
と
納
税

の
推
進
は
、
地
方
の
自
治
体

と
し
て
不
可
欠
な
施
策
と
な

っ
て
く
る
。
東
京
清
水
会
等

の
在
り
方
や
、
移
住
定
住
フ

ェ
ア
の
参
加
、
物
産
展
等
も

戦
略
的
に
資
源
を
集
中
し
て

行
う
必
要
が
あ
る
。
特
に
今

後
推
進
さ
れ
て
い
く
と
思
わ

れ
る
二
地
域
居
住
の
促
進
と

併
せ
て
目
的
意
識
を
統
一
す

る
こ
と
が
重
要
と
思
わ
れ

る
。

　

ま
た
、
今
後
整
備
さ
れ
る

制
度
を
中
心
に
、
目
的
意
識

を
明
確
に
し
、
す
べ
て
の
事

業
が
連
動
す
る
戦
略
を
展
開

す
べ
き
と
考
え
る
が
町
長
の

考
え
を
伺
う
。

問

町
長

高
校
の
活
性
化
に

向
け
て
、
全
国
か

ら
高
校
生
を
募
集
し
て
い
る

清
水
高
校
に
対
し
、
町
と
し

て
の
受
け
入
れ
体
制
の
現
状

と
来
年
以
降
の
体
制
を
含
め

支
援
の
考
え
を
伺
う
。ま
た
、

他
の
高
校
で
見
ら
れ
る
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
導
入
も
考

え
が
あ
る
か
伺
う
。

問

清
水
高
校
振

興
会
の
方
々

を
は
じ
め
、
企
業
・
飲
食
店

や
町
民
の
方
々
か
ら
支
援
を

い
た
だ
き
運
営
を
し
て
い

る
。
今
後
の
受
け
入
れ
体
制

の
充
実
に
つ
い
て
は
、
住
ま

い
の
確
保
や
飲
食
店
等
の
拡

充
な
ど
、
生
活
の
見
守
り
も

含
め
て
継
続
し
て
提
供
で
き

清
水
高
校
に
お
け
る
地
域
み
ら
い
留
学
の
現
状
に
つ
い
て

受
入
体
制
の
充
実
を
図
る

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い

教
育
長

清
水
公
園
の
現
状
に
つ
い
て

る
よ
う
方
策
を
考
え
て
い
き

た
い
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
の
導
入
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
き
た
い
。

清
水
公
園
の
飲
食

店
が
休
止
す
る
と

伺
っ
て
い
る
が
、
過
去
に
町

が
多
額
の
助
成
を
行
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
責
任

の
所
在
を
含
め
て
今
後
町
と

し
て
の
対
応
を
伺
う
。

問

平
成
30
年
度

に
町
か
ら
補

助
金
で
浄
化
槽
を
新
設
し
、

観
光
の
情
報
発
信
拠
点
と
し

て
人
件
費
の
補
助
も
行
っ
て

き
た
が
、
今
般
飲
食
店
休
止

の
お
話
を
事
業
主
の
方
か
ら

伺
い
、
驚
き
と
大
変
残
念
な

思
い
で
あ
る
。
現
在
、
よ
り

町
長

よ
り
よ
い
方
向
性
を
見
出
す
べ
く
、
今
後
も
検
討
す
る

町
長

良
い
方
向
性
を
見
出
す
べ
く

協
議
を
し
て
い
る
が
、
憩
い

の
場
と
し
て
の
清
水
公
園
を

目
指
し
継
続
し
て
今
後
も
検

討
し
て
い
く
。

教
育
長

鈴木 孝寿　議員

鈴木議員の
一般質問全編

清水高等学校
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第５回定例会
町政を問う！ 一般質問

引き続き鉄道整備に対する
財政支援への要望を行っていく

Ｊ
Ｒ
北
海
道

の
財
政
状
況

を
見
る
と
、
整
備
す
る
の
は

難
し
い
。
ま
た
、
町
が
整
備

す
る
こ
と
も
難
し
い
。

　

今
後
に
お
い
て
も
町
村
会

や
十
勝
圏
活
性
化
期
成
会
を

通
じ
鉄
道
施
設
の
整
備
に
対

す
る
財
政
支
援
へ
の
要
望
を

行
っ
て
い
く
。

町長

町
長

ＪＲ十勝清水駅
　　跨線橋対策について

十
勝
清
水
駅
は
跨
線

橋
を
渡
ら
な
け
れ
ば

乗
車
で
き
な
い
。
高
齢
者
や

体
の
不
自
由
な
方
に
は
大
き

な
負
担
と
な
っ
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
も
様
々
な
提
言
を
し

て
き
た
が
、
解
決
さ
れ
て
い

な
い
。
町
長
に
は
検
証
し
、

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い

が
考
え
を
伺
う
。

問

粘
り
強
く
対
応
し
て
い
く

町
長

佐藤 幸一　議員

し
み
ず
温
泉
フ
ロ
イ
デ
看
板
の
撤
去
に
つ
い
て

し
み
ず
温
泉
フ
ロ
イ

デ
看
板
に
つ
い
て

は
、
業
者
が
事
業
廃
止
後
も

設
置
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。

町
有
地
使
用
料
滞
納
や
景
観

の
問
題
も
あ
り
業
者
に
請
求

問

こ
れ
ま
で
複

数
回
に
わ
た

り
看
板
の
適
正
管
理
・
撤
去

処
分
を
求
め
て
い
る
が
、
何

町
長

現時点で接種対象年齢の拡大は
予定していない

町長

帯状疱疹ワクチンの
　　任意接種者に対する助成について

今
年
度
か
ら
帯
状
疱

疹
ワ
ク
チ
ン
は
国
が

定
め
る
定
期
予
防
接
種
対
象

と
な
り
、
該
当
者
か
ら
大
変

喜
ば
れ
て
い
る
。「
80
歳
ま

で
に
３
人
に
１
人
が
発
症
す

る
」
と
い
う
研
究
デ
ー
タ
が

あ
り
、
町
民
の
命
を
守
る
た

め
50
歳
以
上
の
任
意
接
種
者

に
対
す
る
助
成
措
置
を
講
じ

て
は
ど
う
か
と
考
え
る
が
、

町
長
の
考
え
を
伺
う
。

問

本
町
も
本
年

５
月
よ
り
定

期
接
種
を
実
施
し
て
い
る
。

管
内
も
７
町
村
が
50
歳
以
上

の
任
意
接
種
者
の
自
己
負
担

軽
減
措
置
を
実
施
し
て
い
る

が
、
現
時
点
で
接
種
対
象
年

齢
の
拡
大
は
考
え
て
い
な

い
。 町

長

佐藤議員の
一般質問全編

す
る
べ
き
と
考
え
る
が
町
長

の
考
え
を
伺
う
。

ら
意
思
表
示
が
な
い
。
粘
り

強
く
対
応
し
て
い
く
。
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第５回定例会
町政を問う！ 一般質問

選挙公約と総合戦略の整合性

次期戦略で示していく町長

町
長
は
選
挙
で
「
清

水
町
を
元
気
に
す

る
10
の
約
束
」
を
掲
げ
当
選

し
た
が
、
就
任
か
ら
半
年
を

経
て
も
道
の
駅
構
想
を
は
じ

め
と
し
た
公
約
の
多
く
が
総

合
戦
略
に
反
映
さ
れ
て
い
な

い
。
総
合
戦
略
は
地
方
創
生

の
道
し
る
べ
で
あ
り
、
町
民

と
の
約
束
で
あ
る
公
約
は
こ

こ
に
位
置
づ
け
て
こ
そ
実
効

性
を
持
つ
。
さ
ら
に
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
の
対
象
事
業

と
す
る
た
め
に
も
不
可
欠
な

も
の
で
あ
る
。
総
合
戦
略
は

随
時
見
直
し
可
能
な
計
画
で

あ
る
以
上
、
掲
載
を
先
送
り

す
る
理
由
に
は
な
ら
ず
、
早

急
に
対
応
す
る
考
え
を
伺

う
。 問

田村 幸紀　議員

第
２
期
総
合

戦
略
は
令
和

７
年
度
ま
で
の
計
画
期
間
で

あ
り
、
現
在
第
３
期
戦
略
を

策
定
中
で
あ
る
。
公
約
は
現

行
戦
略
の
基
本
方
針
と
方
向

性
は
一
致
し
て
お
り
、
次
期

戦
略
で
詳
細
に
つ
い
て
示
し

て
い
く
。

町
長

公
約
に
掲
げ
た
道

の
駅
構
想
は
情
報

が
乏
し
く
、
町
民
に
「
や
ら

な
い
の
で
は
」
と
の
不
安
が

広
が
っ
て
い
る
。
ま
ち
づ
く

り
基
本
条
例
の
理
念
に
基
づ

き
、
検
討
過
程
や
財
政
見
通

し
を
町
民
に
公
開
し
、
議
論

す
る
仕
組
み
を
整
え
る
考
え

を
伺
う
。

問

道
の
駅
は
立

地
や
採
算
性

な
ど
を
総
合
的
に
精
査
す
る

必
要
が
あ
る
。
ま
ず
は
情
報

拠
点
整
備
か
ら
段
階
的
な
機

能
充
実
を
目
指
す
。
ま
た
、

町
の
課
題
解
決
を
優
先
す
る

た
め
、
御
影
公
民
館
や
消
防

署
御
影
分
遣
所
の
老
朽
化
対

応
を
先
行
課
題
に
位
置
づ

け
る
こ
と
と
し
た
上
で
、
道

の
駅
構
想
は
優
先
順
位
を
下

げ
、
令
和
８
年
度
に
計
画
策

定
、
令
和
９
年
度
か
ら
具
体

化
を
目
指
す
。

町
長

大
型
事
業
の
実
施

に
は
財
源
の
裏
付

け
が
不
可
欠
で
あ
る
。
当
初

か
ら
規
模
感
を
想
定
し
た
上

で
財
政
見
通
し
を
示
し
、
町

民
と
共
有
す
る
必
要
が
あ

る
。
早
期
に
方
向
性
を
示
す

考
え
を
伺
う
。

問

大
型
事
業
の

財
源
は
国
庫

補
助
や
有
利
な
起
債
を
組
み

合
わ
せ
、
世
代
間
の
公
平
性

を
考
慮
し
て
進
め
て
い
る
。

今
後
は
財
政
推
計
を
含
め
、

町
民
に
丁
寧
に
情
報
を
示
し

て
い
く
。

町
長

田村議員の
一般質問全編

清水公園から眺める清水市街と国道274号
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第５回定例会
町政を問う！ 一般質問

町
民
が
主
体
的
に

町
づ
く
り
に
関
わ

る
に
は
、
ま
ず
町
の
動
き
を

分
か
り
や
す
く
発
信
し
、
関

心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

必
要
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
に
定

め
ら
れ
た
「
町
民
主
体
・
説

明
責
任
・
協
働
の
推
進
」
が
、

実
際
に
ど
の
よ
う
に
活
か
さ

れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　

ま
た
、
清
水
町
で
は
多
く

の
審
議
会
や
協
議
会
が
開
か

れ
て
い
る
が
、
傍
聴
者
は
ほ

と
ん
ど
お
ら
ず
、
周
知
方
法

も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
掲
示
板

に
限
ら
れ
て
い
る
。
よ
り
多

く
の
町
民
に
届
く
よ
う
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
活
用
や
分
か
り
や
す

い
案
内
の
工
夫
が
必
要
で
は

問

まちづくりに関わる
　　　　　住民参加について

条例の理念に基づき、
町民の声を踏まえて進めていきたい町長

山本 奈央　議員

な
い
か
。

　

第
６
期
総
合
計
画
の
住
民

協
議
会
で
は
、
高
校
生
を
含

む
町
民
が
議
論
を
重
ね
て
い

る
が
、
空
き
家
数
な
ど
基
礎

的
な
情
報
が
示
さ
れ
ず
、
意

見
が
深
ま
り
に
く
い
。
こ
う

し
た
議
論
の
経
過
を
広
く
町

民
に
伝
え
る
こ
と
も
重
要
だ

と
考
え
る
。
町
名
変
更
も
含

め
、
重
要
な
施
策
は
町
民
参

加
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、
ま

ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
理
念

に
基
づ
き
町
民
参
加
を
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
伺

う
。

本
町
の
ま
ち

づ
く
り
基
本

条
例
は
平
成
18
年
４
月
に
制

定
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
審
議
会

の
公
開
や
町
民
意
見
提
出
制

度
を
通
じ
て
、
町
民
の
皆
様

が
参
加
で
き
る
機
会
を
設
け

て
き
た
と
考
え
て
い
る
。
し

か
し
、
傍
聴
者
は
少
な
く
、

そ
の
要
因
と
し
て
開
催
日
時

や
内
容
が
影
響
し
て
い
る
と

認
識
し
て
お
り
、
周
知
方
法

に
つ
い
て
は
工
夫
が
必
要
だ

と
考
え
て
い
る
。

町
長

「
い
ち
ま
る
」
跡
地
に
関
す
る
そ
の
後
の
対
応
に
つ
い
て

新
た
な
動
き
は
な
く
、
意
見
交
換
や
情
報
共
有
を
続
け
、

状
況
を
注
視
す
る

町
長い

ち
ま
る
跡
地
は

町
の
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
で
あ
り
町
民
の
関
心
が
高

い
。
所
有
企
業
と
の
交
渉
や

町
長
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に

よ
る
進
展
が
あ
っ
た
の
か
、

６
月
定
例
会
以
降
の
取
り
組

み
状
況
を
伺
う
。

問

６
月
定
例
会

後
、
所
有
企

業
か
ら
未
だ
決
ま
っ
た
事
項

は
な
い
と
伺
っ
て
い
る
。
ま

た
、
関
係
者
へ
打
診
を
行
っ

た
が
新
た
な
動
き
は
な
く
、

現
在
は
企
業
の
検
討
状
況
を

見
守
っ
て
い
る
。
町
を
代
表

す
る
場
所
と
し
て
注
視
し
つ

町
長

　

第
６
期
総
合
計
画
の
住
民

協
議
会
で
は
、
無
作
為
抽
出

に
よ
り
委
員
を
選
び
、
こ
れ

ま
で
議
論
を
重
ね
て
き
た
。

次
回
で
提
案
を
取
り
ま
と
め

る
予
定
で
あ
り
、
先
入
観
を

避
け
る
た
め
具
体
的
な
数
値

は
示
し
て
い
な
い
が
、
い
た

だ
い
た
意
見
は
尊
重
し
、
経

過
の
伝
え
方
に
つ
い
て
も
今

後
の
課
題
と
し
て
い
る
。

　

町
名
変
更
に
つ
い
て
は
、

自
身
の
提
案
か
ら
始
ま
っ
た

も
の
で
あ
る
が
、
町
民
の
声

を
聞
い
て
い
な
い
わ
け
で
は

な
い
。
判
断
の
た
め
の
材
料

を
揃
え
た
う
え
で
意
見
を
伺

う
こ
と
が
適
切
だ
と
考
え
て

い
る
。

　

町
名
変
更
、
新
体
育
館
、

道
の
駅
構
想
な
ど
重
要
な
政

策
に
つ
い
て
は
、
条
例
の
理

念
に
基
づ
き
、情
報
を
示
し
、

町
民
の
声
を
踏
ま
え
て
進
め

て
い
き
た
い
。

山本議員の
一般質問全編

第5回住民協議会

つ
、
意
見
交
換
や
情
報
共
有

を
続
け
て
い
く
。
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第５回定例会
町政を問う！ 一般質問

か
つ
て
本
町
は
財

政
危
機
に
直
面
し
、

あ
ら
ゆ
る
面
で
削
減
を
行

い
、
10
年
近
く
か
け
て
危
機

を
脱
し
た
経
過
が
あ
る
。

　

本
年
２
月
に
町
長
が
就
任

し
て
以
来
半
年
が
過
ぎ
た

が
、
財
政
の
健
全
性
を
保
ち

な
が
ら
い
か
に
事
業
を
実
施

し
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
伺

う
。

（
１
）
人
口
減
少
に
よ
る
財

政
規
模
の
縮
小
を
ど
う
考
え

る
か
。

（
２
）
体
育
館
な
ど
の
公
共

施
設
の
建
設
と
維
持
の
考
え

方
は
。

（
３
）
町
名
変
更
な
ど
に
か

け
る
経
費
と
費
用
対
効
果
、

基
金
残
高
と
の
バ
ラ
ン
ス
に

つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

（
４
）
広
域
行
政
、
近
隣
町

村
と
の
協
力
・
連
携
の
可
能

性
は
。

問

財政の健全化は図られているが、
今後も財政に十分に配慮した施策展
開をする

町長

現
在
、
財
政

の
健
全
化
は

図
ら
れ
て
い
る
が
、
少
子
高

齢
化
や
産
業
の
維
持
、
デ
ジ

タ
ル
化
、
公
共
施
設
の
老
朽

化
対
応
な
ど
財
政
需
要
は
増

加
す
る
。
財
政
に
十
分
配
慮

し
、
施
策
展
開
す
る
。

（
１
）
人
口
減
少
が
直
ち
に

財
政
に
影
響
を
与
え
る
と
は

考
て
い
な
い
が
、
財
源
を
効

果
的
に
使
う
こ
と
が
大
切
と

考
え
る
。

（
２
）
体
育
館
建
設
費
見
込

財政状況と事業実現の
　　　　　見通しについて

町
長

橋本 晃明　議員

は
当
初
の
24
億
円
か
ら
現
在

は
27
億
円
超
ま
で
膨
ら
ん
で

い
る
。
現
体
育
館
を
修
繕
し

つ
つ
、
財
源
を
確
保
し
た
う

え
で
再
着
手
し
た
い
。
従

来
、
体
育
館
建
設
後
と
し
て

い
た
事
業
の
中
で
、
町
民
生

活
に
直
結
す
る
こ
と
を
優
先

し
、
一
番
目
と
し
て
御
影
公

民
館
・
消
防
署
御
影
分
遣
所

を
位
置
づ
け
た
い
。

（
３
）
町
名
変
更
は
ふ
る
さ

と
納
税
を
伸
ば
す
た
め
に
大

き
な
効
果
が
あ
る
と
考
え

る
。
増
え
た
分
を
基
金
に
積

み
増
し
、
５
億
円
か
ら
10
億

円
増
額
し
た
段
階
で
体
育
館

建
設
を
判
断
し
た
い
。

（
４
）消
防
行
政
、ご
み
処
理
、

税
滞
納
処
理
や
子
ど
も
た
ち

の
ス
ポ
ー
ツ
文
化
活
動
は
広

域
や
近
隣
町
の
連
携
で
行
わ

れ
て
い
る
が
、
今
後
、
公
共

施
設
の
運
営
、
各
種
事
業
の

協
力
・
連
携
の
た
め
、
近
隣

町
村
と
意
見
交
換
す
る
場
を

設
け
る
な
ど
し
た
い
。

橋本議員の
一般質問全編

清水町体育館
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第５回定例会
町政を問う！ 一般質問

川上　 均　議員

投票所の再編及び投票困難者への移動
支援について問う

移動支援については、
投票所の再編と併せて検討していく

選挙管理委員長

人
口
減
少
と
高
齢

化
が
進
む
中
で
、
投

票
所
の
効
率
的
な
運
営
と
経

費
削
減
の
た
め
の
長
期
的
な

視
点
に
よ
る
集
約
を
含
め
た

再
編
（
統
廃
合
）
の
考
え
と
、

自
力
で
の
移
動
が
困
難
な
高

齢
者
や
障
害
者
、
公
共
交
通

機
関
が
利
用
で
き
な
い
有
権

者（
投
票
困
難
者
）へ
の「
移

動
投
票
所
」
の
導
入
な
ど
、

自
宅
前
や
ス
ー
パ
ー
等
で
投

票
で
き
る
移
動
支
援
の
考
え

を
伺
う
。

問
　

有
権
者
の
減
少
に
伴
い
投

票
所
の
統
廃
合
を
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
検
討
に
あ
た
っ
て

は
、
地
域
の
方
々
の
理
解
を

得
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
期

日
前
投
票
の
動
向
や
他
市
町

村
に
お
け
る
投
票
環
境
を
調

査
し
、
長
期
的
な
視
点
で
検

討
し
て
い
く
。
有
権
者
の
移

動
支
援
に
つ
い
て
は
、
投
票

者
全
体
に
占
め
る
移
動
期
日

前
投
票
所
の
投
票
者
数
は
ま

だ
少
な
い
も
の
の
、
投
票
所

の
再
編
と
併
せ
て
検
討
し
て

い
く
方
針
で
あ
る
。

令和８年度の町民への
　　　　物価高騰対策を問う

町民サービスの向上と将来に繋がる
事業を優先していく町長

物
価
高
騰
が
長
期

化
し
、
食
料
品
や
光

熱
費
、
ガ
ソ
リ
ン
代
な
ど
の

値
上
が
り
が
家
計
を
圧
迫
し

て
い
る
現
状
を
受
け
、
令
和

８
年
度
当
初
予
算
編
成
に
お

け
る
物
価
高
騰
対
策
の
考
え

を
伺
う
。

（
１
）
子
育
て
世
帯
の
負
担

を
軽
減
す
る
支
援
強
化

（
２
）
高
齢
者
・
障
が
い
者

へ
の
各
種
補
助
の
拡
大

（
３
）「
生
活
応
援
券
」
に
よ

る
町
民
と
地
域
経
済
の
活
性

化
策

（
４
）
中
小
事
業
者
へ
の
事

業
継
続
と
雇
用
を
守
る
た
め

の
支
援
強
化

問

令
和
７
年

度
は
水
道

基
本
料
金
免
除
な
ど
で
約

６
４
０
０
万
円
規
模
の
対
策

を
実
施
し
た
。
令
和
８
年
度

は
、
国
の
減
税
や
交
付
金
の

動
向
を
注
視
し
、
議
員
か
ら

の
提
案
や
町
民
意
見
、
少
子

高
齢
化
対
策
な
ど
を
踏
ま

え
、幅
広
く
検
討
し
て
い
く
。

予
算
編
成
は
、
行
政
コ
ス
ト

町
長

公
衆
浴
場
入
浴
料
金
の
引
き
下
げ
及
び
負

担
軽
減
に
よ
る
利
用
者
拡
大
の
取
り
組
み

料
金
体
系
と
利
用
の
在
り
方
に
つ
い
て

今
後
も
工
夫
を
重
ね
る

町
長

公
衆
浴
場
は
単
な

る
入
浴
施
設
で
は

な
く
、
町
民
生
活
に
不
可
欠

な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
に
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

が
、
物
価
や
燃
料
費
の
高
騰

に
よ
り
入
浴
料
金
が
家
計
を

圧
迫
し
て
お
り
、
６
歳
未
満

お
よ
び
65
歳
以
上
の
入
浴
料

引
き
下
げ
、「
半
年
券
」「
１

年
券
」
の
導
入
に
よ
る
町
民

の
負
担
軽
減
策
が
必
要
と
考

え
る
が
、
町
長
の
考
え
を
伺

う
。 問

川上議員の
一般質問全編

選
挙
管
理
委
員
長

高
騰
の
中
、
町
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
と
将
来
に
繋
が
る
事

業
を
優
先
し
て
い
く
。

施
設
の
料
金

改
定
は
、
公

平
性
を
考
慮
し
３
年
に
一
度

見
直
し
を
検
討
す
る
こ
と
を

町
長

基
本
方
針
と
し
て
い
る
。
令

和
６
年
度
の
料
金
改
正
案
が

議
会
で
否
決
さ
れ
た
事
実
は

認
識
し
て
い
る
。
生
活
が
困

窮
し
て
い
る
町
民
に
対
し
て

は
、
料
金
の
値
下
げ
や
無
料

券
の
配
布
な
ど
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
公

衆
浴
場
が
持
続
可
能
な
施
設

と
な
る
よ
う
、
料
金
体
系
と

利
用
の
在
り
方
に
つ
い
て
今

後
も
工
夫
を
重
ね
て
い
く
。公衆浴場
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議 会 モ ニ タ ー 会会 議 を 開 催 し ま し た議 を 開 催 し ま し た

清水町議会では、町民からの要望、提言などをお聞きして議会運営等に反映させるため、令和元
年度から「議会モニター」を設置しています。
　今年度、議会モニターが新体制となり、８名の方にモニター委嘱（任期２年間）をし、７月23
日（水）に「第１回モニター会議」を開催しました。
　会議では、議会運営委員会の只野副委員長から、今年度の議会活動報告を行った後、橋本委員長
の進行により意見交換を行いました。
　モニターからは、次のような意見が出されました。

【傍聴した感想】
・今年になって傍聴者が少ないと感じている。
・女性が少ないと感じた。
・農作物の育成状況について、行政報告があると良い。

【ホームページやインターネット中継を見て感じたこと】
・モニターの人数が増え、女性の割合も増えて良いと感じる。
・議会活動の ICT 化が進んでいる。
・議員全員が一般質問をしてほしい。
・時間改革（だらだらやらない）が必要である
・YouTube 配信で、顔が出るので良くなった。
・女性議員は少ないが、熱意が伝わった。
・YouTube についてワイプで抜いたりなど細かいカメラワークを行えないか。

【議会だよりを読んで感じたこと】
・QR コードから内容（詳細）に行けなかった。
・QR コードで会議録のページへも行けるようにしてほしい。
・字が多すぎて読みづらい。
・イラストが入り、レイアウトも工夫され以前より良くなった。

【議会の進行で良くわからないこと】
・一般質問の再質問で誰が答弁するかについては、質問する側にも責任があるのではないか。

▶▷いただいた意見やご要望のうち、改善できるものは、すぐに見直しを行っています。
　　また、今後の議会活性化につなげていきたいと考えています。

▶▷議会モニター
出田　牧子　さん　　　　　高橋　みさお　さん
北村　光明　さん　　　　　大林　さおり　さん
三浦　明彦　さん　　　　　谷　　真一　さん　
吉國　和則　さん　　　　　髙田　光　さん

８
月
発
行
号
よ
り

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
！

当
日
の
会
議
録

全
体
は
こ
ち
ら
←
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調
査
日
　
令
和
７
年
７
月
29
日

　
　
　
　
令
和
７
年
８
月
20
日

委 員 会
レ ポ ー ト

　
本
町
を
支
え
る
基
幹
産
業

で
あ
る
農
業
に
お
い
て
は
、

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の

進
行
な
ど
に
よ
る
担
い
手
・

労
働
力
不
足
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
本
委
員
会
で
は
、

町
農
林
課
、
十
勝
清
水
町
農

業
協
同
組
合（
以
下
、農
協
）、

学
識
経
験
者
（
清
水
町
農
業

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
元
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
）
か
ら
説
明
を
受

け
て
調
査
を
実
施
し
た
。

　

調
査
結
果
を
踏
ま
え
る

と
、
清
水
町
の
農
業
を
持
続

可
能
に
す
る
た
め
に
は
、
町

と
農
協
、
関
係
団
体
が
よ
り

連
携
し
、
具
体
的
な
行
動
計

画
を
立
て
て
い
く
こ
と
が
不

可
欠
で
あ
る
こ
と
を
ま
ず
指

摘
し
た
い
。そ
の
た
め
に
は
、

町
と
農
協
、
関
係
団
体
が
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
を
明
確
に
し

た
中
で
、
課
題
を
共
有
し
、

解
決
に
向
け
連
携
を
強
化
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

町
（
役
場
と
農
業
委
員

会
）
の
役
割
と
し
て
は
、
連

携
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
が
強
く
求
め
ら
れ
る
ほ

か
、
農
地
、
環
境
問
題
、
地

域
振
興
を
主
な
担
当
と
し
、

遊
休
農
地
の
発
生
を
抑
制
す

る
た
め
、
就
農
者
へ
の
情
報

提
供
や
相
談
対
応
を
強
化
す

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
農

協
の
役
割
と
し
て
は
、
生
産

量
、
販
売
能
力
、
営
農
指
導

に
重
点
を
置
き
、
就
農
希
望

者
へ
の
中
長
期
的
な
計
画
サ

ポ
ー
ト
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
を
支
援
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
普

及
セ
ン
タ
ー
を
含
め
た
総
合

的
な
支
援
組
織
を
構
築
し
、

町
全
体
で
農
業
を
支
え
る
体

制
を
築
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。そ

れ
ら
を
基
本
に
新
た

な
担
い
手
確
保
に
向
け
た
具

体
的
な
施
策
と
し
て
、
①
多

様
な
就
農
モ
デ
ル
と
し
て
、

大
規
模
農
業
だ
け
で
な
く
、

小
規
模
か
ら
始
め
ら
れ
る
施

設
園
芸
作
物
の
支
援
、
②

個
々
の
経
営
者
の
考
え
方
を

尊
重
し
つ
つ
、
地
域
の
複
数

戸
法
人
の
設
立
を
展
望
し
た

多
様
な
選
択
肢
の
提
供
、
③

大
型
機
械
や
ド
ロ
ー
ン
と
い

農
業
の
担
い
手
確
保
に
つ
い
て

総
務
産
業
常
任
委
員
会  

調
査
報
告

　委員会活動として閉会中に行った所管事務調
査の内容を、各常任委員会は第５回定例会にお
いて報告しました。
※内容は要約されています。報告書の全文はホ
　ームページでご覧になれます。

っ
た
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の

さ
ら
な
る
導
入
を
進
め
、
若

い
世
代
の
農
業
へ
の
関
心
を

高
め
る
こ
と
、
④
引
き
続
き

帯
広
畜
産
大
学
な
ど
産
学
の

連
携
を
よ
り
深
め
る
こ
と
な

ど
が
有
効
な
手
段
と
な
る
の

で
は
な
い
か
。　

ま
た
、
花
嫁
対
策
と
し

て
は
、
既
存
の
婚
活
イ
ベ
ン

ト
へ
の
助
成
だ
け
で
な
く
、

若
い
世
代
が
交
流
で
き
る
機

会
を
増
や
す
た
め
の
新
た
な

取
り
組
み
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。

持
続
可
能
な
農
業
に
向

け
て
は
、
循
環
型
農
業
の
推

進
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
畜

産
経
営
の
大
型
化
に
伴
う
飼

料
・
肥
料
確
保
や
家
畜
糞
尿

の
問
題
に
対
し
、
広
域
的
な

耕
畜
連
携
を
推
進
す
る
必
要

が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
、

酪
農
と
畑
作
が
更
に
連
携
し

て
、
持
続
可
能
な
農
業
へ
と

変
え
、
多
角
的
な
農
業
経
営

を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、清
水
町
の
農
業
は
、

生
産
者
が
主
体
的
な
経
営
を

し
営
農
類
型
に
富
ん
で
い
る

と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
清
水

町
の
農
業
を
未
来
に
つ
な
ぐ

た
め
に
は
、
そ
の
よ
う
な
特

徴
を
生
か
し
つ
つ
、
役
場
が

中
心
と
な
り
関
係
機
関
と
の

連
携
を
強
化
し
、
長
期
的
な

視
点
に
立
っ
た
具
体
的
な
行

動
計
画
を
策
定
し
な
が
ら
実

行
に
移
し
て
い
く
こ
と
が
何

よ
り
も
重
要
で
あ
る
こ
と
を

再
度
申
し
添
え
て
、
所
管
事

務
調
査
の
報
告
と
す
る
。

新規就農者激励会の様子
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清
水
高
等
学
校
の
振
興

策
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、

道
立
か
ら
町
村
立
へ
転
換
し

た
事
例
や
、
総
合
学
科
・
専

門
学
科
と
し
て
地
域
と
連
携

し
た
特
色
あ
る
教
育
を
展
開

し
て
い
る
高
等
学
校
の
取
り

組
み
事
例
を
今
後
の
清
水
高

等
学
校
の
魅
力
づ
く
り
や
生

徒
確
保
に
繋
げ
る
こ
と
を
目

的
に
、
北
海
道
大
空
高
等
学

校
及
び
北
海
道
お
と
い
ね
っ

ぷ
美
術
工
芸
高
等
学
校
を
視

察
調
査
し
た
。

今
回
の
視
察
か
ら
明
確

に
な
っ
た
の
は
、
学
校
の
魅

力
は
単
な
る
経
済
的
支
援
や

生
活
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
だ
け

で
作
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
定

の
支
援
は
必
要
不
可
欠
な
基

盤
で
あ
る
が
、
最
も
重
要
な

の
は
、「
そ
こ
で
何
を
学
べ

る
の
か
」
と
い
う
教
育
の
質

を
ど
れ
だ
け
明
確
に
示
す
こ

と
が
で
き
る
か
ど
う
か
で
あ

り
、
本
町
で
い
え
ば
、「
清

水
高
等
学
校
で
ど
の
よ
う
な

学
び
を
提
供
で
き
る
か
」
で

あ
る
。清

水
高
等
学
校
の
大
き

な
強
み
の
ひ
と
つ
は
、
言
う

ま
で
も
な
く
全
国
屈
指
の
ア

イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
で
あ
る
。

こ
れ
を
単
に
「
強
豪
校
で
競

技
を
続
け
ら
れ
る
場
」
と
し

て
提
示
す
る
だ
け
で
な
く
、

ス
ポ
ー
ツ
を
学
問
や
キ
ャ
リ

ア
に
繋
げ
る
学
び
の
資
源
と

し
て
位
置
付
け
る
こ
と
も
重

要
で
あ
る
。
加
え
て
、
本
町

に
は
農
業
や
食
資
源
、
自
然

おといねっぷ美術工芸高等学校にて説明を受ける

大空高等学校にて説明を受ける

高
等
学
校
の
振
興
策
に
つ
い
て

調
査
日
　
令
和
７
年
７
月
14
日
～
15
日

厚
生
文
教
常
任
委
員
会  

調
査
報
告

環
境
な
ど
の
強
み
が
あ
る
。

こ
れ
ら
も
単
に
教
育
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
な
か
の
活
動
や
体

験
だ
け
に
と
ど
め
る
の
で
は

な
く
、
農
業
の
６
次
産
業
化

や
フ
ー
ド
ロ
ス
、環
境
保
全
、

観
光
学
習
と
い
っ
た
複
合
的

な
学
び
を
設
計
す
る
こ
と

で
、
清
水
高
等
学
校
な
ら
で

は
の
独
自
性
が
一
層
際
立
つ

こ
と
と
な
る
。
つ
ま
り
、
ア

イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
を
核
と
し
な

が
ら
、
さ
ら
に
地
域
資
源
を

学
び
へ
と
変
換
し
、
そ
の
魅

力
を
全
国
に
発
信
す
る
こ
と

こ
そ
、
競
技
に
打
ち
込
む
た

め
に
清
水
高
等
学
校
を
選
択

し
た
生
徒
に
と
っ
て
は
も
ち

ろ
ん
、
進
学
や
就
職
を
見
据

え
る
幅
広
い
生
徒
に
と
っ
て

も
「
こ
こ
で
学
び
た
い
」
と

思
わ
せ
る
真
の
魅
力
と
な
り

得
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
都
市
部
で
は
進

路
の
選
択
肢
が
多
様
で
あ
る

一
方
、
地
方
で
は
「
普
通
の

進
学
」
や
「
人
と
違
わ
な
い

進
路
」
が
選
ば
れ
が
ち
で
あ

る
こ
と
は
否
め
な
い
事
実
で

あ
る
か
ら
こ
そ
、
調
査
先
の

２
校
の
よ
う
に
少
人
数
教
育

や
生
活
支
援
施
策
を
活
か

し
、
多
様
な
目
的
・
個
性
を

持
つ
生
徒
を
受
け
入
れ
る
環

境
を
整
え
る
こ
と
も
、
現
代

社
会
に
合
っ
た
学
校
の
価
値

だ
と
言
え
る
こ
と
を
付
け
加

え
る
。今

回
の
視
察
を
通
じ
、

道
立
高
等
学
校
と
し
て
の
制

約
が
あ
る
中
で
、
町
が
主
体

的
に
ど
の
よ
う
に
関
与
で
き

る
か
を
整
理
し
、
清
水
高
等

学
校
が
、「
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ

ー
や
地
域
資
源
を
学
び
に

変
え
る
唯
一
無
二
の
高
等
学

校
」
と
な
る
こ
と
を
強
く
期

待
す
る
。そ
の
実
現
に
向
け
、

町
や
農
協
、
商
工
会
、
そ
し

て
地
域
住
民
と
連
携
し
た
学

び
の
設
計
、
生
活
支
援
の
環

境
整
備
、
そ
し
て
全
国
へ
の

発
信
を
総
合
的
に
進
め
る
べ

き
と
提
言
す
る
。

以
上
、
厚
生
文
教
常
任

委
員
会
の
所
管
事
務
調
査
の

報
告
と
す
る
。
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議 会 っ て な あ に ？

新コーナー！

「議会って、なんだかむずかしい…」

そんなイメージをなくすために、議会について

やさしくわかりやすくお届けするコーナーです。

議会を知ることは、まちづくりに関わる第一歩！

まずは知ることから、一緒に始めてみませんか？

　町議会には、町民の代表として選ばれた議員がいます。

　議員は、町の課題を調べたり、町民のみなさんの声を聞いたりしながら、よりよいまちづく

りのために意見を出し合います。また、議会での議論や町の取組をわかりやすくお伝えする役

割も担い、町民と行政をつなぐ架け橋として日々活動しています。

　議会をスムーズに進めるために、それぞれの議員には役割があります。

●  議 長：議会の代表として、会議の進行をまとめます。

●  副議長：議長を助けて、議会を支えます。

●  議 員：町民の声を届けるための提案や質問を行います。

　議員は、まちの将来を考えながら、まちのために意見を出す「まちの代表者」なのです！

議員の役割

・議員が議会でしていること

次号184号（2月発行）では…

について掲載しますぜひご覧ください！

NO.2

　町のことを話し合う中心となるのが「本会議」です。

　清水町では、年４回（３月・６月・９月・12月）に「定例会」が開かれ、町の予算や条例、

まちづくりの方針などを話し合います。

　定例会では、町長から提出された予算案や条例案などについて、議員が意見を出し合い、町の

将来に関わる大切なことを決定しています。また、急に話し合いが必要な時には「臨時会」を開

くこともあります。（R ４年度…５回、R ５年度…３回、R ６年度…３回）

　学校にも図書委員や保健委員などがあるように、議会の中には、それぞれの分野に分かれて委

員会が置かれています。詳しい話し合いが必要な場合は、委員会にわかれて、少人数で話し合い

ます。清水町には、次のような委員会があり、それぞれの受け持ちを「所管」といいます。

●  総務産業常任委員会：町の運営や安全、産業について話し合う

●  厚生文教常任委員会：子育て、福祉、教育について話し合う

●  広報広聴常任委員会：議会の広報活動について話し合う

●  議 会 運 営 委 員 会：議会の運営について話し合う

　議員たちは、本会議や委員会で何度も話し合いながら、町にとって大切なことについて「賛成」

か「反対」かで判断（議決）していきます。議会で決めることは町の生活に直接関わっていて、

みなさんが使う公園や学校、道路、図書館…etc. そのすべてが議会で話し合って決められている

のです！

本会議と委員会

さ
ら
に
詳
し
い

所
管
は
こ
ち
ら
←

委
員
会
の
様
子
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議会広報研修会
（8/19）

「議会広報研修会」がポールスター札幌で開催され、広
報広聴委員４名が出席しました。研修会では、議会広報
サポーターの芳野政明氏から「議会の『見える化』＆住
民との『信頼築く』議会広報の基本と編集」と題した講
演があり、その後、各自治体の議会広報を例にした広報
クリニックを受講しました。

（８月15日～11月14日）
８
月

18日・25日・28日　議会運営委員会

19日　北海道町村議会議長会広報研修会
　　　　　　　　　　　　　　　　（札幌市）

20日　総務産業常任委員会

25日　全員協議会

９
月

1日　総務産業常任委員会（合同作況調査）

2日　議会運営委員会
　　　　　　（清水高校生模擬議会事前学習）
4日・10日・11日・16日・17日・22日
　第5回町議会定例会

4日・10日　総務産業常任委員会

4日・10日　厚生文教常任委員会

11日・17日・22日　全員協議会 

22日　広報広聴常任委員会

30日　清水高校生模擬議会事前学習

10
月

7日・24日・29日　広報広聴常任委員会

8日　全員協議会

8日　浜中町議会総務経済常任委員会視察来町

14日・29日・　議会運営委員会

28日　清水高校生模擬議会リハーサル

30日　十勝町村議会議員研修会（幕別町）

11
月

4日　清水高校生模擬議会

6日　厚生文教常任委員会

11日　議会運営委員会
　　　　　　（清水高校生模擬議会事後学習）

13日　総務産業常任委員会

13日　議会運営委員会

議 会 の う ご き

議会議会 TOPICSTOPICS
トピックストピックス

浜中町議会総務経
済常任委員会視察
来町（10/8）

浜中町議会総務経済常任委員会の皆様が来町し、視察
が行われました。
　商工観光課より本町の「空き家の民泊活用」について
説明、意見交換しました。

◇総務産業常任委員会
・町営育成牧場の現状と今後について
・その他所管に関する事項について
◇厚生文教常任委員会
・持続可能な地域医療と町の医療保険財政について
・その他所管に関する事項について
◇広報広聴常任委員会
・議会広報紙の編集及び発行について
・その他議会の広報及び広聴に関する事項について
◇議会運営委員会
・議会の運営とその諸規定について
・議長の諮問に関する事項について

議会中継を
YouTube で視聴できます

QR コード

【URL】  https://www.youtube.com/
channel/UCqFSzkMm12MoenvpvXcePtA

本町議会の生中継や過去動画は、
ユーチューブにおいて配信しています。
ぜひパソコン、スマートフォンなど
からアクセスし、ご視聴ください。

閉 会 中 の 委 員 会 活 動

十勝町村議会議員
研修会（10/30）

「十勝町村議会議員研修会」
が幕別町で開催され、議員
12名が出席しました。研修会では、スペースコタン株
式会社代表取締役社長兼 CEO の小田切義憲氏から「宇
宙産業が拓く十勝地域の可能性」と題した講演がありま
した。
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海野　こずえ　さん  

清 水 町 民 に
イ ン タ ビ ュ ー

「清水町には、都会にはない「清水町には、都会にはない

　　　　温かさや安心感があります！」　　　　温かさや安心感があります！」

︱
自
己
紹
介
を
お
願
い
し

ま
す神

奈
川
県
相
模
原
市
出
身

で
す
。
清
水
町
に
来
る
前
は

全
日
本
空
輸
株
式
会
社
に
勤

め
て
い
ま
し
た
。現
在
は
、﹁
有

楽
町
﹂
で
働
い
て
い
ま
す
。

︱
清
水
町
に
来
た
理
由
を

教
え
て
く
だ
さ
い

　

結
婚
を
き
っ
か
け
に
清
水

町
に
来
ま
し
た
。
寒
さ
に
耐

え
ら
れ
る
か
不
安
も
あ
っ
た

の
で
、
移
住
前
に
何
度
も
清

水
町
に
遊
び
に
来
て
い
ま
し

た
が
、﹁
大
丈
夫
そ
う
﹂
と

思
い
、
思
い
切
っ
て
移
住
を

決
め
ま
し
た
。

｜
清
水
町
で
好
き
な
場
所

は
あ
り
ま
す
か

清
水
公
園
を
散
歩
す
る

の
が
好
き
で
す
。
春
は
桜
が

と
て
も
き
れ
い
で
見
応
え
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
と
も
う
一

つ
の
お
気
に
入
り
の
場
所
は

﹁
ラ
バ
ン
ド
ー
ル
﹂
で
す
。

清
水
町
の
こ
と
を
何
で
も
知

っ
て
い
る
マ
マ
と
お
酒
を
飲

み
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
過
ご
す

時
間
が
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

｜
移
住
し
た
感
想
は

人
と
人
と
の
距
離
が
近
い

な
と
感
じ
ま
す
。
少
し
外
に

出
る
と
知
っ
て
い
る
人
に
会

っ
て
﹁
こ
ん
に
ち
は
﹂
と
か

﹁
元
気
？
﹂
と
一
言
二
言
交

わ
す
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す

が
、
そ
う
い
っ
た
何
気
な
い

や
り
取
り
に
幸
せ
を
感
じ
ま

す
。
都
会
で
は
味
わ
え
な
い

温
か
さ
や
安
心
感
で
す
ね
。

普
段
は
少
し
人
通
り
が
少
な

く
て
寂
し
く
感
じ
る
こ
と
も

あ
る
の
で
、
も
う
少
し
賑
わ

い
が
あ
る
と
嬉
し
い
で
す
。

｜
町
政
に
望
む
こ
と
は

人
口
が
少
し
ず
つ
減
っ
て

い
く
の
を
見
て
い
る
と
、
不

安
を
感
じ
ま
す
。
清
水
町
は

国
道
や
Ｊ
Ｒ
駅
、
高
速
道
路

な
ど
が
あ
り
、
立
地
と
し
て

は
と
て
も
恵
ま
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
こ
の
環
境
を
も

っ
と
活
か
し
て
旅
行
客
や
地

域
の
方
に
も
﹁
寄
っ
て
み
た

い
﹂
と
思
っ
て
も
ら
え
る
町

に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

（
聞
き
手　

広
報
広
聴
常
任

委
員
会　

佐
藤　

幸
一
）

今 号 の 表 紙
今年は暑さのせいで秋の紅葉の期間も
短く、間もなく半年ほどの冬を迎えま
す。そんな中で赤・黄色の紅葉が綺麗
な清水公園は週末を中心に多くの方が訪れていまし
た。紅葉を追い求め日勝峠や円山展望台に訪れると、
兵庫県から来られていた青年が清水の風景を観て感
激しており、住んでいると気が付かない風景がたく
さんあることを教えていただきました。
　　表紙担当　広報広聴常任委員会　鈴木　孝寿

１２月５日金
             10：00開会

令和７年１２月定例会は、１２月５日に

開会を予定しています。

詳細は、１２月上旬に発行する新聞チラ

シ折込をご覧ください。

次 回 の 定 例 会

広報広聴常任委員会では、議会だよりをより身近に感じていただき、多くの方に読んでいただけるよう、
愛称の変更を検討しています。
お持ちのアイディアがございましたら、広報広聴常任委員会までお寄せください！

「 清 水 町 議 会 だ よ り 」 の 愛 称 を 一 緒 に 考 え ま せ ん か ？「 清 水 町 議 会 だ よ り 」 の 愛 称 を 一 緒 に 考 え ま せ ん か ？

〈応募方法〉
その1　　【フォームから応募】右記の QR コードよりフォームに記入・送信
その2　　【はがきで応募】氏名、新愛称、その愛称にした想いなどを記入・ポストに投函
　　　　　（清水町南4条2丁目2番地　議会事務局宛）
その3　　【FAX で応募】その2と同じ内容を FAX で送信（FAX 番号　0156-62-5160）

うみの


